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一
月
四
日
猪
名

湖
で
の
わ
か
さ
ぎ

釣
り
が
解
禁
に
な

り
、
氷
上
わ
か
さ

ぎ
釣
り
シ
ー
ズ
ン

が
始
ま
っ
た
。
昨

年
十
月
の
台
風
二

十
四
号
の
通
過
後
、
大
月
湖
・

猪
名
湖
の
水
面
が
緑
色
に
変
わ

り
漁
協
関
係
者
は
「
ワ
カ
サ
ギ

に
影
響
あ
る
の
で
は
」
と
気
を

も
ん
だ
が
、
魚
に
影
響
す
る
ほ

ど
の
水
質
変
化
は
観
測
さ
れ
ず

例
年
の
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

松
原
湖
は
釣
り
・
ボ
ー
ト
な
ど

従
来
の
観
光
に
加
え
野
鳥
観
察

・
カ
ヤ
ッ
ク
・
湖
底
ロ
マ
ン
（
冬

季
湖
に
沈
め
た
酒
）
な
ど
新
し

い
観
光
を
発
信
し
て
い
る
町
が

進
め
て
い
る
「
憩
う
町
こ
う

み
」
事
業
ー
企
業
で
働
く
人
々

に
町
の
自
然
・
食
材
で「
癒
し
」

「
気
づ
き
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
す
る
ー
の
拠
点
に
も
な
っ

て
い
る
。
二
月
十
五
日
東
京
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
小
海
町
主

催
で
～
企
業
の
憩
え
る
ま
ち
を

目
指
す
、
長
野
県
小
海
町
の
取

り
組
み
～
地
方
に
お
け
る
健
康

経
営
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
の

人
々
の
日
々
の
生
活
習
慣
や
町

の
自
然
に
ア
イ
デ
ア
を
加
え
魅

力
あ
ふ
れ
る
小
海
町
を
発
信
で

き
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

　

穏
や
か
な
冬
晴
れ
の
一
月
三

日
、
私
た
ち
は
成
人
式
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

一
月
三
日
小
海
町
成
人
式
が
、

小
海
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
男
性
二
十

七
名
、
女
性
十
九
名
の
合
計
四

十
六
名
で
当
日
は
男
女
あ
わ
せ

て
四
十
名
の
新
成
人
の
皆
さ
ん

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
気
持
ち
の
よ
い
日
本

晴
と
な
り
、
凛
々
し
い
ス
ー
ツ

姿
や
華
や
か
な
振
袖
を
き
た
新

成
人
の
皆
さ
ん
は
久
し
ぶ
り
に

あ
っ
た
友
達
を
見
つ
け
る
と
、

嬉
し
そ
う
に
話
を
し
た
り
、
一

　

成
人
式
を
迎
え
、
私
は
多
く

の
友
人
や
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
方
、
保
護
者
の
方
々
と
会
う

こ
と
が
で
き
、
懐
か
し
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
さ
て
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
地
元
小

海
町
は
ど
ん
な
場
所
で
し
ょ
う

か
。
私
は
二
十
年
と
い
う
歳
月

を
経
て
、
小
海
町
が
私
に
と
っ

て
と
て
も
大
切
な
故
郷
で
あ
る

こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。
私
は

高
校
生
か
ら
小
海
町
を
離
れ
、

一
人
暮
ら
し
や
寮
生
活
を
送
っ

緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
と
再
会

を
喜
び
合
う
姿
が
あ
ち
こ
ち
で

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
が
始
ま
る
と
そ
れ
ま
で

と
は
一
転
し
、
新
成
人
の
皆
さ

ん
は
や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
で

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
黒
澤
小

海
町
長
か
ら
成
人
者
と
し
手
の

心
構
え
や
元
気
だ
ま
を
、
有
坂

小
海
町
議
会
議
長
か
ら
励
ま
し

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て

黒
澤
町
長
か

ら
、
新
津
恵

て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
は

数
多
く
の
苦
難
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
都
度
私
を
救
っ
て
く

れ
た
の
は
家
族
と
友
人
の
存
在

で
し
た
。
私
が
愚
痴
を
こ
ぼ
し

て
も
い
つ
も
親
身
に
な
っ
て
聞

い
て
く
れ
る
母
。
つ
ら
い
と
感

じ
た
と
き
、
一
緒
に
頑
張
ろ
う

と
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
父
。

嫌
な
こ
と
を
忘
れ
る
く
ら
い
い

つ
も
楽
し
く
話
を
し
て
く
れ
る

友
人
。
彼
ら
は
私
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
し
た
。

そ
し
て
そ
ん
な
家
族
や
友
人
が

い
る
小
海
町
は
、
ま
る
で
自
分

を
癒
し
て
く
れ
る
か
の
よ
う
に

佑
さ
ん
に
記
念
の
フ
ォ
ト
ス
タ

ン
ド
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
中
学
時
代
の
二
名
の
恩

師
の
先
生
か
ら
は
中
学
時
代
の

懐
か
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
思
い

出
の
つ
ま
っ
た
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
か
ら
も

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
新
成

人
を
代
表
し
て
近
藤
郁
花
さ
ん

か
ら
今
ま
で

支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様

へ
の
感
謝
の
言
葉
と
成
人
と
し

て
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
皆
さ
ん
や
大
勢
の
保
護

者
の
皆
様
に
ご
列
席
い
た
だ
き
、

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
式
典
は

終
了
し
ま
し
た
。

い
つ
も
変
わ
ら
な
い
姿
で
温
か

く
迎
え
て
く
れ
、
私
が
新
た
な

挑
戦
や
一
歩
を
踏
み
出
す
時
の

原
動
力
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
生
に
な
り
、
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
い
な
が
ら
、

自
分
に
対
し
て
本
当
に
向
き
合

っ
て
く
れ
る
存
在
や
、
い
つ
で

も
ま
る
で
家
族
の
よ
う
に
自
分

を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
な

環
境
が
い
か
に
希
少
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々

の
道
を
歩
ん
で
い
く
中
、
行
き

詰
ま
る
こ
と
も
増
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
に

　

今
年
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

た
皆
さ
ん
も
仕
事
や
学
業
に

忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
小
海
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
し

ま
す
。

は
い
つ
で
も
支
え
て
く
れ
る
家

族
や
、
仲
間
、
故
郷
の
存
在
が

あ
り
ま
す
。
私
は
成
人
式
で
感

じ
た
故
郷
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
生
の
時
に
お
世
話
に
な

っ
た
先
生
方
は
じ
め
、
企
画
・

運
営
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

教
育
委
員
会
の
皆
様
、
ご
来
賓

の
皆
様
、
私
た
ち
新
成
人
の
た

め
に
素
晴
ら
し
い
式
を
開
い
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

平
成
三
十
一
年 

小
海
町
成
人
式

新
た
な
た
び
だ
ち

新
成
人

　関

　

 

大 

輔

（
本
間
下 

）

（191）
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み ん な の 楽 集 館
公民館登録グループ説明会 分館冬季教室が行われました

今月の図書館

　登録グループは北牧楽集館会議室、各体育館、
グラウンドが無料で使用できます。グループの登
録には会員名簿、活動の発表会など一定の条件が
必要となります。登録を希望されるグループの代
表者の方は説明会にお出かけ下さい。

■ざんねんなクルマ事典
人気車となる事を期待され生み
出された多くの車たち。しかし
中にはどこか「ざんねん」な車
も。そんなざんねんをユーモア
と愛情をもって紹介しています。

　2月12日㈫から15日㈮まで蔵書点検により終
日休館となります。期間中、図書の返却は正面玄
関の返却ボックスをご利用下さい。
　ご不便をおかけしますがご協力をお願いします。

新刊ピックアップ

小海町図書館から蔵書点検のお知らせ

○
第
19
回
主
婦
の
作
品
展

3
月
2
㈯
～
3
月
31
日
㈰

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
陶
芸
・
絵
画

メ
ッ
シ
ュ
フ
ラ
ワ
ー
・
折
り
紙

・
リ
メ
イ
ク
・
編
み
物
・
押
し

花
・
他

日
々
の
暮
ら
し
の
合
間
に
丹
精

こ
め
制
作
し
た
作
品
の
展
示
。

松
原
湖
観
光
案
内
所

　

電
話　

93
ー
2
0
0
5

水
曜
日
休
館

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
」

か
ら
のお知

ら
せ

てきたり、御嶽海のＴシャツ、手ぬぐいを買い求める方も居ました。
　席はマス席で、土俵からも割りと近く、力士が気合をいれながらまわしを思いっきりたたく音、立ち合いのと
きにぶつかる音がリアルに聞こえ、その迫力に盛り
上がりました。また、力士によって四股の踏み方も
独特で、大盛りの塩を豪快にまく姿に会場はどよめ
きました。思い思いに力士の名を呼び数十秒の勝負
に一喜一憂し、楽しい時間を過ごしました。
　スポーツ観戦としては久しぶりの大相撲観戦でし
たが、今後も大勢の皆さんに参加していただけるよ
うな企画を考えていきたいと思います。

知恵の泉事業
スポーツ観戦ツアー 大 相 撲 観 戦

　町の公民館では農閑期のこの時期、各分館にお願いし冬
季教室を開催しています。内容はスマイルボーリング教室
などのアクティブな教室から、しめ縄教室などの伝統行事
の継承の教室、ＮＰＯ法人豊里薬局さんを講師に薬につい
て勉強する教室、そば打ち体験様々な志向を凝らした教室
が企画されました。それにあわせ人権教育の教室もお願い
していますが、今年もＤＶＤ学習の他に講師を招いての教
室も開催されました。
　その中で第5分館は1月27日㈰に本間公民館で東信教育
事務所から塩田先生を講師に招き「元気で明るい街づくり
を目指して～身近な人権を考える～」と題して教室が開催
されました。塩田先生の軽快なトークにどっと沸いたり、
グループワークでは、先生からのお題のほかに近況報告す
る姿もあり和やかな雰囲気で教室が進みました。主には新
聞記事からの男女共同参加社会、男女の人権、子どもの人
権、部落差別についてのお話でした。先生のお話で心に残
っているのは「人権教室とは暗く固い勉強ではなく、みん
なが笑顔になるための勉強です。どうしたらみんなが笑顔
になれるか考えましょう」という言葉です。教室を通して
改めて人権教育の大切さを実感しました。

日　時：2月25日㈪　午後6時30分から
場　所：北牧楽集館　1階多目的ホール

　知恵の泉事業スポーツ観戦ツアーとして1月21日㈪東
京の両国国技館へ大相撲1月場所9日目を見に行きました。
県出身力士の御嶽海は5日目まで全勝できたものの6日目
の取り組みでケガをし、観戦当日は休場ということでとて
も残念でしたが、参加者は手作りの御嶽海の応援旗を持っ
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共育の広場共育の広場
教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …２月号…
Vol.35

共育の広場

◇1月9日に3学期の始業式が行われました。始業式では、4年生が新
年の決意を書いた書き初めを全校に披露し、代表者が新年の決意を語
りました。校長先生からは、①やさしさから遠ざからない　②あきら
めない　③よくあそび、よく学び、よく食べ、よくねむる　の3つを
大切にして生活してほしいこと、『勇気』とは何か一人ひとりが考え
ながら、今年一年自分の目標に向かって頑張ってほしいことなどのお
話がありました。◇翌10日には、この冬一番の寒波のため、田んぼ
リンクが滑走可能となり11日から本格的に使用を開始しました。こ

の日は1・2・5年生が初滑りを行い、
スケートを楽しむ子どもたちの声が田んぼリンクに響きました。3学期には、
松原湖スケートセンターでのスケート教室や校内スケート記録会があります。
南佐久ならではのスケート文化に思う存分親しんで欲しいと思います。◇3学
期は48日間の短い学期ですが、本年度の学びを確かめたり、進学や進級に向
けて希望を膨らませたりする大切な時間となります。体調に気をつけ、充実し
た学期にしてほしいと願っています。本年もよろしくお願いします。

　12月20日に第2回
生徒総会が開催され、
平成30年度の活動報
告と反省、会計報告、
質疑応答が行われ、す
べて議案について承認
されました。3年生の
皆さん、お疲れさまでした。その後井出勝也新生徒会
長より新役員の紹介がありました。男子副会長に鷹野
晴さん、女子副会長に山岡蒼依さん、そして書記・会
計・正副議長・正副委員長が紹介されました。3年生
との引継会、事前の計画案づくりを通して、1月15日
より、新役員委員会がスタートしました。しかし3学
期は1・2学期を引継ぎ、「開花～笑顔・団結・貢献
～」のまとめの時期です。3年生のサポートを受けながら、1・2年生の皆さんの更なる成長を期待します。

　平成30年度は5名の班員で活動しています。日
頃より地域の皆様には温かいご声援をいただきあ
りがとうございます。少ない人数ではありますが、
一人ひとりが昨年以上の記録を目指し日々トレー
ニングを行っています。1月22日から郡山市で開
催される全国高校総体（インターハイ）に出場し
ますのでご期待ください。また、ショートトラッ
クでは世界ジュニア選手権に日本代表選手を1名
輩出することができました。これからも応援いた
だけるように努力してまいりますのでよろしくお
願いいたします。

小海小学校 本年もよろしくおねがいいたします！

小海中学校 新生徒会が具体的に活動を始めました

今! 小海高校 小海高校スケート班

12月20日　生徒総会にて

1月15日　第1回委員会の様子（図書委員会）
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教育委員会情報　12月・1月

●町教育委員会12月定例会（平成30年12月20日）
・小中学校年末年始完全閉庁日について確認し

ました。
・長期振興計画アンケート結果について検討し

ました。

●町教育委員会・中学校組合教育委員会
　1月定例会（平成31年1月17日）

・教育長職務代理者に篠原秀郷氏を指名した旨
を報告しました。

・長野県の夏休み期間のあり方について検討し
ました。

・長野県中学生期のスポーツ活動（部活動）指
針について今後の検討課題としました。

　「失敗したらどうしようとは思わない。失敗したら考え
ればよい。今できることをすれば、必ず結果がついてく
る」。この言葉は、元マラソン選手である瀬古利彦さんの
講演を以前にお聞きして一番印象に残った言葉です。私は
新しいことにチャレンジするとき、失敗したくないからど
うしようと思うことがあります。しかし、考えたところで
良い解決策が出ることはほとんどなく、チャレンジをやめ
てしまうことがあります。そんな姿の自分と瀬古さんの言
葉と比べて、なんてもったいないことを私はしていたのだ
と思いました。チャレンジの先に結果があるからこそ、そ
の次のことに活かせる。教師になったのは、子ども達の笑
顔がたくさん見られるからという理由なので、その笑顔を
見るためにも私たちが新しいことにチャレンジしていかな
くてはいけないと思いました。「継続は力なり。惰性の継
続は退路」。これも瀬古さんが話されていた言葉です。教
師になったときの気持ちを忘れ、この程度でよいかといっ
た惰性を続けてしまうと教師として成長がとまってしまう
と私は思います。チャレンジしている？そう自分に問いな
がら、自分自身の成長のために日々を過ごしていきたいと
思います。今後ともよろしくお願いいたします。

熱 い 共育人
小海中学校
1年2組担任
牛越 智志

vol.33

経 験 を 未 来 に
小海町教育委員会教育長職務代理者　篠原　秀郷

　平成31年 1 月 1 日付で教育委員を拝命しました。小山忠男先生の後任です。
与えられた職務に精励していく所存ですので、皆様のご指導ご支援をお願い致
します。
　さて、2020年 4 月 1 日から施行される小学校学習指導要領では、子どもたち
の「生きる力」を育むため、学校教育全体をとおして、次にあげる 3点を実現
するよう求めています。つまり、 1 つ目は「知識」「技能」が習得できるよう
にすること、 2つ目は「思考力」「判断力」「表現力」を育てること、そして 3
つ目が「学ぼうとする力」や「人間性」を充実させること、以上です。
　私たち多くの大人にとって、 1つ目にあげた「知識」「技能」の習得は、学校教育の目的として体験
的に理解しやすい内容です。しかし、 2点目、 3点目については実際の教育場面がイメージできない、
そのように思う皆さんが多いのではないかと推測します。実はこの 2つこそ、国際社会を生きる豊かな
創造性を備えた児童生徒一人ひとりを育むため、いま日本の教育に求められている大切なテーマであり、
学校はその実現に向けて教育活動全体で具体化を進めています。私たち大人もまた、新しい視点から教
育を考え、アイデアを提言していくことが必要です。
　かつて西武セゾングループを率いた実業家であり詩人でもある堤清二（辻井喬）さんは、その著「伝
統の想像力」の中で「真の伝統は未来の創造行為に射程が向けられている。」と語っています。私たち
大人の持つ経験値（教育力）を、未来を生きる子どもたちのために十全に活かす、そのような教育環境
の更なる充実を図りたいと願っています。
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小海町の遊休農地の活用を考える

農業シンポジウムが開催されました

　町では、昨年9月に「第６次長期振興計画」策定に向け、町民の皆様の声を反映させ、みんなの計画と
していくため、「まちづくりアンケート」を実施いたしました。
　このたび、アンケート結果がまとまり、町ホームページに掲載いたしましたのでご覧いただければと思
います。尚、ホームページをご覧いただけない方でご希望の方には結果をご郵送させていただきますので
℡92－2525総務課企画係までご連絡をお願いいたします。

まちづくりアンケート結果がまとまりました

　 1 月27日㈰に小海町役場大会議室において農業シンポジウムが開催されました。講師に島根県農業協
同組合販売戦略室室長の須山一さんをお迎えし、地域の生産物を都会へ運び商売を行う地産都商につい
てお話を伺いました。また、パネルディスカッションも行われ、コーディネーターに産直新聞社代表取
締役の毛賀澤明宏さんをお迎えし、副町長を含む町内から 5 名のパネリストと小海町農業の今後につい
て討論が行われました。町内外から70名を越える方々にご参加いただきました。今後の小海町の農業を
考える貴重なシンポジウムとなりました。
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町税等納期のお知らせ　今月で平成30年度の町税等の納付期間が終了します。

所得税・町県民税の申告について

税金等の納付忘れはございませんか？

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※26日が土・日・祝日の場合は翌平日に振替えます。
窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、便利な口座振替納付のご利用をおすすめします。
平成31年度から口座振替をご利用になる方は、3月末までに口座登録の手続きをお願いします。

　平成31年 2 月18日㈪から 3 月15日㈮の期間において、
今年も役場 2 階の中会議室において確定申告・町県民
税の申告相談を実施します。申告における注意点等は
1 月下旬に全戸配布しました「申告相談のお知らせを
ご確認ください。

※申告相談には、源泉徴収票等の必要書類を必ずお持
ちください。また、税務署から「確定申告のお知ら
せ」等のはがきや書類が届いている方は、忘れずに
お持ちください。

※初回の住宅借入金特別控除及び医療費控除（又はセ
ルフメディケーション税制控除）の適用を受けるに

は、確定申告が必要です。
※国民健康保険では、前年中に所得がない、又は世帯

の所得が一定額以下の場合、国民健康保険税の軽減
がありますが、その場合は申告していないと受ける
ことができませんので、ご注意ください。

※平成30年分の申告から、配偶者控除及び配偶者特別
控除が改正となります。申告者自身の収入要件と配
偶者の収入要件にそれぞれ改正がありますので、詳
細は「申告相談のお知らせ」をご確認ください。

※確定申告関連の書類を役場町民ロビーに設置してあ
りますので、必要な方はお早めに御利用ください。
（数に限りがありますのでご了承ください。）

納税が遅れますと督促状が送られ督促手数料が発生しますので、必ず納期限内に納税を
お願いいたします。

口座振替日 国民健康保険税 介護保険料 後期高齢者医療保険料

　2　月26日㈫ ８期 ８期 ８期

ご不明点は、役場税務係までご連絡ください。　電話 92－2525
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《お問い合わせ》　小海町役場　総務課窓口係　92－2525

■役場窓口へお越しになるときは必ず本人確認書類をお持ちください。
　・１種類だけで本人確認可能なもの

運転免許証、マイナンバーカード（個人番号カード）、パスポート、在留カ
ード、国・地方公共団体が発行した顔写真付き資格証明書など

　・２種類以上の組み合わせにより本人確認を行うもの
健康保険証、年金手帳、年金証書、通知カード、学生証、社員証、地方公共
団体が発行した資格証（顔写真なし）など

■代理人の方が交付請求する場合は
　・代理人の本人確認書類の提示、委任状が必ず必要です。

　

○本人通知制度の概要
　町では住民票等の不正取得防止を目的に登録型の本人通知制度を実施しています。
　この制度は住民票や戸籍謄抄本などを本人の代理人や第三者（当事者でない人）に交付したとき、事前登
録した本人に対して郵送でお知らせするものです。
　本人通知することにより、不正請求の早期発見、不正請求の抑止、不正取得による個人の権利の侵害防止
につながります。

　※この制度は無料で利用できます。希望する方は、事前に役場に登録が必要になります。

○事前登録できる方　　　　・小海町に住民登録されている（していた）方。
　　　　　　　　　　　　　・小海町に本籍がある（あった）方。
■登録手続きに必要なもの　・本人確認書類

住民票等の不正取得防止を目的とした登録型の本人通知制度をご存知ですか？

戸籍謄抄本・住民票、諸証明等の交付請求時に
本人確認が義務付けられています
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平成31年度 長野県シニア大学佐久学部学生募集のお知らせ

入学資格

目 的

募集人員

学習期間

学習時間

学習内容

授 業 料

募集期間

募集案内
入学願書

提 出 先

入学決定

問合せ先

概ね50歳以上の県内在住の方

生きがいづくり、仲間づくり、社会参加のきっかけづくりを目指します。

佐久学部　140人

　2　年

60時間／年（年間15日× 4 時間／日）

地域活動を行うための幅広い分野の学習及び実践
　・教養講座（知識を得、教養を深める講座）
　・実技、選択講座（歴史、音楽、スポーツなどを学ぶ講座）
　・社会活動講座（社会参加への足掛かりとする講座）

年額10,000円（授業料の改定があったときは、改定後の授業料となります）
このほかに、教材費や自治会費等の費用が必要です。

平成31年 2 月 1 日㈮～ 3 月15日㈮（郵送の場合は 3 月15日の消印有効）

募集案内、入学願書は、公益財団法人長野県長寿社会開発センター佐久支部（長野県佐久保健
福祉事務所福祉課内）又は小海町役場地域包括支援センターにおいて配付します。

公益財団法人長野県長寿社会開発センター佐久支部（長野県佐久保健福祉事務所福祉課内）
又は小海町役場地域包括支援センターへ持参又は郵送

　3　月下旬に、はがきでお知らせします。

公益財団法人長野県長寿社会開発センター佐久支部（長野県佐久保健福祉事務所福祉課内）
〒385−8533　佐久市跡部65−1　TEL 0267−63−3141　FAX 0267−63−3110
ホームページ　http://www.nicesenior.or.jp/center/m_saku.html
　　　　　　　https://www.pref.nagano.lg.jp/sakuho/

農業用ビニールハウス設置補助制度を利用して、冬季の野菜栽培が始まっています
　平成28年度から芦谷のビニールハウスにて 3 シーズン講習会を実施し、
耐寒野菜を育てました。今シーズンから補助制度を利用し、ビニールハウ
スを設置して冬野菜栽培に取り組んでいる方がおります。
　ホウレンソウ、小松菜、ターサイなどアブラナ科の野菜をはじめとする
耐寒野菜は、寒さにあたることで養分を蓄え、よりおいしい野菜になりま
す。直売所に出荷されますので、小海の耐寒野
菜を味わっていただければと思います。

　また、大きさが揃わなかった小さめの野菜についても、そのまま露地に残してお
けば、春になると大きく成長し、花・つぼみ・葉・茎などを収穫できます。越冬し
た「トウ立ち」も貴重な春野菜となります。寒い時期、閉じこもりになりがちです
が、取り組んでみてはいかがでしょうか。

補助制度の概要
対 象 者：町内にお住まいで農地を有し（農地借用でも可）、当該農地にハウスを設置する方
　　　　　冬～春にかけ葉物を作付けし、直売所へ販売する方。
補助金額：上限20万円　設置するビニールハウスの資材費及び組み立て労務に要する経費の1/2
※詳細につきましては、役場産業建設課農政係までお問い合わせください。
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畑わさび栽培者を募集します

　昨年 6 月～ 7 月にかけ、畑わさびの出荷を行いました。
　畑から根ごと掘り起こし、ひげ根と土を落とし、葉を切って出荷します。丸掘りといいます。定植か
ら出荷まで約13～14ヶ月かかりますが、その中で最も時間がかかり大変な作業となります。
　出荷は、コンテナに入れ品質と重量を確認する程度ですので、茎の太さや曲がりなどの見た目はこだ
わりません。それが良いところです。
　さて、来シーズンの取り組みを進めるにあたり、苗の注文や打ち合わせを行います。
　つきましては、下記により会議を開催しますので、ご都合のうえ出席くださいますようお願いいたし
ます。

農業委員会からの
お知らせ 山林化・荒廃化した農地の地目変更について

　山林化した農地、または荒廃化した農地をお持ちの方で、
地目を農地から別の地目に変更したいとお考えの方は、
『農地・非農地の判断に係る申請書』を農業委員会までご
提出ください。農業委員会が現地を調査したうえで、「非
農地通知書」を発行いたします。
　この証明書を受けることにより、法務局への地目変更登
記が可能になります。
　ただし、以下の条件に該当することが必要です。

・農地の贈与税・相続税の納税猶予を受けていない。
・農業者年金の経営移譲年金を受給していない。
・農業振興地域内農用地でない。
・周囲が優良な農地でない。　　　　　など

※農業委員・農地利用最適化推進委員が農地パトロール
を実施しました。

　優良農地が遊休農地化している場合に、固定資産税が
高くなる場合があります。

※申請の際には、地番のわかる資料（固定資産税名寄
せ）等をお持ちください。

※詳しくは、お近くの農業委員・推進委員までお問合せ
ください。

※法務局への登記申請書類につきましては、法務省のホ
ームページで確認できます。

日　時　　平成31年 2 月18日㈪　午後 1 時30分～
場　所　　小海町役場 2 階大会議室　
内　容　　・定植～出荷までの方法（光の量と施肥）　・苗の注文受付
※説明者は、㈱マルイ　松澤さんです。
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こんにちは、地域おこし協力隊の菊地千夏です。協力隊
の活動も今年で 3年目を迎えました。

最終年になる今年は、これまでの活動を振り返りながら定住に
向けて生活の基盤を整えていきたいと思っています。
　さて、今回ご紹介したい私のおすすめスポットはベニバナイチヤクソウ群生
地です。場所は小海リエックスホテルの敷地内にあり、 6月上旬に見頃を迎え
ます。一昨年訪れたときは群生地と呼べるほど咲いていませんでしたが、ホテ
ルスタッフの方の整備のおかげで、昨年にはお花の本数がとても増え広範囲に渡り咲いているのを見ることが
できました。また、今まで咲いていなかった別の場所にも咲き始めていました。林を整備しきちんと手入れを
したことで日差しが地面まで届いたことが良かった、という話を聞き、素晴らしいなと感動しました。

　ベニバナイチヤクソウは林の木陰を好みますが、ある程度の日差しがないと育たない
こと、また、咲いている場所の土も重要のようで、プランターなどでは育てるのが難し
いという話も聞きます。
　移住前には山野草にあまり興味のなかった私ですが、今では森で山野草を見つけるの
がとても楽しみになりました。今年はどのくらいのベニバナイチヤクソウを見ることが
できるのか、今からとても楽しみです。

　憩うまちこうみ事業では 2月15日に東京千代田区においてシンポジウム「こ
れからの日本の健康経営」を開催します。これは従業員の心と体の健康を守る
ため、健康経営を目指す企業に対し、小海町の「憩うまちこうみ」事業、Re･
Designセラピーを宣伝するとともに、その有効性を示すために行うものです。
　当日は阿部長野県知事、Ｃ.Ｗ.ニコル氏、協会けんぽ理事長・安藤伸樹氏に
講演いただき、憩うまちこうみ事業と小海町を宣伝していただくほか、黒澤町
長が本事業について講演します。
　町は都市部企業との連携を積極的に進めていきますので、ご協力をお願いい
たします。

こんにちは、地域おこし協力隊の菊地千夏です。協力隊
の活動も今年で 3年目を迎えました。

最終年になる今年は、これまでの活動を振り返りながら定住に

私の好きな場所－ベニバナイチヤクソウ群生地

憩
いこ

うまちこうみ　レポート３

「町民生活応援事業」を実施しています
　町では、冬期間の暖房費等町民の在宅生活を支援し、
経済的負担の軽減を図ることを目的に小海町町民生活
応援事業を実施しています。
●対象世帯は以下のどちらかの要件を満たす世帯です。
①平成31年 1 月 1 日現在において、住民基本台帳に登

録され、実際に居住し、平成30年度の町民税所得割
が課されていない世帯。ただし、他の課税世帯と生
計同一と認められる世帯、福祉施設等入所世帯及び
過年度分の町の徴収金に滞納のある世帯を除く。

②18歳以下（本年度末現在）の子どものいる世帯。た
だし、過年度分の町の徴収金に滞納のある世帯を除
く。
●交付額は、１世帯あたり5,000円です。
　・5,000円分のPねっと商品券が交付されます。

●町民生活応援券交付申請書兼受領書を
　役場窓口に提出していただきます。　　

・役場から対象世帯へ「町民生活応援券交付申請書
兼受領書」を郵送しています。必要事項を記入し、
2 月28日㈭までに役場窓口に提出して下さい。申
請書兼受領書の確認後、その場で商品券を交付い
たします。

※平成30年 1 月 2 日以降に転入された方がいる世帯は
所得の判定が出来ませんので、要件を満たすと思わ
れる方や要件を満たすのに通知が届かないという方
は

　町民課社会福祉係92−2525までお問い合わせ下さい。
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション
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子 育 て 支 援 だ よ り

子育て支援センター事業
★おもちゃランド
・ ₃ 月 ₇ 日㈭　₁₀時～　「大きくなったね♪」
※ ₂ 月のおもちゃランドを都合により
　 ₂ 月₁₈日㈪に変更いたします。

児 童 館 事 業　★子ども教室
★子ども教室
・ ₃ 月₁₃日㈬　放課後～　「ドッジボール」
★春休みイベント
・ ₃ 月₂₃日㈯　午前中～　北牧楽集館にて

「お楽しみ会＆クラシックコンサート」

　児童館では1月12日㈯に、茶道の先生をお招き
して「お茶教室」を行いました。お茶を点てるこ
とやお作法をはじめ、道具の名前やお茶碗の模様
についてもお話いただき、小学生はピシッとした
姿勢で厳かな雰囲気を味わっていました。

３月の子育て支援教室

小海保育所
平成31年度来入園児一日入園
日　時　2月21日㈭　9時～11時30分

（受付8時30分～）
場　所　小海保育所
対　象　平成31年度４月から入所予定の
　　　　新入園児親子
持ち物　親子の上履き・資料・筆記用具
　　　　【問い合わせ】　
　　　　　小海保育所　℡：92－2351

お問合わせ

小海なかよし児童館　９２－２５８０

結婚推進事業 ～婚活のすすめ～

◆◇◆◇◆イベント情報◆◇◆◇◆
◇ソフトバレー大会　２月２４日㈰

◆白樺結婚相談（小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村）
　・3月17日㈰　13時～16時
　　八千穂老人福祉センター相談室
◆小海町結婚相談　※ご本人でもご家族でも結構です。
　月～金曜日の8時30分～19時まで、小海なかよし
児童館にて受け付けております。お気軽にご相談くだ
さい。

　町のソフトバレーボール大会に、チームを作って参加した
いと思います！参加希望の方は小海なかよし児童館までお問
合わせください。

◇佐久室内オーケストラの皆さんによる、クラシックコンサートが行われます。どなたでもお聴きいただけます
ので、ご家族やお友達をお誘い合わせてお出かけください。※詳しい時間等は防災無線でお知らせいたします。

子ども教室 「お茶教室」

＊元気な小海っ子見守り隊
　地域ぐるみで安心安全な環境作りのため、見守り活動と次世代を担う子ども達の育成支援
＊子育て孫サポート
　地域の方が、児童館や保育所、子育て支援センターの教室をサポートし、運営に参加
＊学習ボランティア
　小学校の授業の補助、子ども活動の補助等小学校を中心としたボランティア

子育てサポートボランティア募集 !!
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～理念～　誰もが皆、自分らしく生きる為に、支え合う地域づくりを目指します。

やすらぎ園だより
No.167

平成30年度 赤い羽根と歳末助け合い共同募金

１，３９０件　２，１８５，１５０円

ご協力ありがとうございました

　皆様からいただいた募金は、独居・老人世帯食事サービス事業、ボランティア
活動の推進事業、各種社協福祉団体の事業 他に使わせていただきます。

八峰村　飯館村復興支援交流会
12
月
22
日
に
飯
舘
村
の
一
行
と
8
年
目
の
凍
み
餅
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
事
故
か
ら
丸
8
年
。
帰
村
解
除
と
な
っ
た
が
戻
る
人
は
2
割
以
下
で
、

今
更
、
放
射
能
で
ど
う
な
っ
て
も
構
わ
な
い
、
と
い
う
高
齢
者
が
多
い
よ

う
で
す
。
原
発
は
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
厄
災
を
か
け
が
え
の
な
い
故

郷
の
町
や
村
に
撒
き
散
ら
し
、
住
民
を
い
つ
ま
で
も
苦
し
ま
せ
る
の
で
す
。

八
峰
村
で
は
、
凍
み
餅
を
町
の
特
産
品
と
し
て
作
り
続
け
、
被
災
者
と
共

に
、
原
発
の
恐
ろ
し
さ
を
語
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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善意銀行御礼
（平成30年 7 月～12月）

羽生田　喜明　　様　（鎰掛）
依田　　尚惠　　様　（本村）
新津　　和江　　様　（芦谷）　
この他、多くの方からご寄付をいただいております。
皆様からのご厚意にお礼申し上げます。

小海町老人福祉センターの利用について
　老人福祉センターは高齢者の健康増進や老人福祉に関する相談に応じる事などを目
的として設置された老人福祉施設で、やすらぎ園内にあります。なお、介護施設では
ないため介護サービスの提供はありません。

利用できる人
　●町内に居住する60歳以上の方
　●　　　〃　　　障がいをお持ちの方

利 用 料
　●無料（入浴料500円は町の補助）

開 館 時 間
　●月曜日～金曜日
　　午前8時30分～午後3時

休 館 日
　●土曜日・日曜日・祝祭日
　　年末年始　12月29日～1月3日

＊月曜日～金曜日、グループで利用したい方は午前1回、午後1回送迎もありますの
でご相談下さい。

＊はじめてご利用される方は窓口で声をかけて下さい！

お問い合わせ　小海町社会福祉協議会（９２－４１０７）
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し
て
か
、
日
本
人
は
色
あ
せ
る
染

料
の
色
を
愛
で
惜
し
む
風
流
な
趣

向
が
あ
り
ま
す
。
着
物
と
共
に
年

を
取
り
共
に
色
褪
せ
る
と
い
う
考

え
の
よ
う
だ
。

　
そ
の
日
本
人
の
愛
す
る
色
褪
せ

る
赤
に
は
、
紅
花
が
あ
る
。「
紅

く
れ
な
い

は
う
つ
ろ
う
も
の
ぞ
橡

つ
る
ば
みの

馴
れ
に

し
衣
に
な
ほ
及し

か
め
や
も
」
大
伴

家
持
。
紅
花
は
元
々
暑
く
乾
燥
し

た
地
域
（
エ
ジ
プ
ト
や
印
度
）
の

植
物
で
す
が
、
奈
良
時
代
に
中
国

か
ら
日
本
に
渡
来
し
て
以
来
、
江

戸
時
代
初
め
に
栽
培
の
環
境
が
考

え
ら
れ
て
東
北
地
方
で
一
大
産
地

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
最
上
地
方

の
も
の
が
特
産
品
と
な
り
、
上
方

の
紅
花
文
化
（
高
級
な
絹
地
の
紅

花
染
や
化
粧
の
紅
に
利
用
）
が
興

り
ま
し
た
。
山
形
で

は
雪
解
け
の
頃
に
種

蒔
き
を
し
、
真
夏
の

七
〜
八
月
早
朝
に
収

穫
を
し
ま
す
。
紅
花

は
草
本
全
体
に
多
数

の
棘
が
あ
り
肌
に
触

れ
る
と
刺
さ
り
血
を

流
し
ま
す
、
娘
た
ち
は
そ
れ
に
耐

え
な
が
ら
花
摘
み
を
行
い
ま
す
。

一
生
唇
に
紅べ

に

を
差
す
こ
と
が
無
か

っ
た
娘
た
ち
の
、
京
女
に
対
す
る

恨
み
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な

気
が
し
ま
す
。
当
時
、
一
握
り
の

紅
を
と
る
に
は
花
び
ら
六
十
貫
が

必
要
で
、
純
粋
の
玉
虫
色
の
紅
は

金
と
同
じ
値
段
だ
っ
た
と
か
。
紅

花
の
色
の
特
性
は
黄
色
素
サ
フ
ロ

ー
ル
イ
エ
ロ
ー
と
紅
色
素
カ
ル
サ

ミ
ン
の
二
種
類
の
色

素
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
黄
色
素
は
水
溶

性
で
簡
単
に
抽
出
で

き
ま
す
が
、
紅
色
素

カ
ル
サ
ミ
ン
は
発
色

が
良
い
の
で
す
が
、

水
に
不
溶
で
あ
り
熱

に
大
変
弱
い
が
為
に
、
そ
の
抽
出

に
は
大
変
な
苦
労
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
紅
色
素
を
美
し
く
発
色
さ
せ

る
に
は
厳
冬
期
の
痺
れ
る
よ
う
な

水
か
ら
揉
み
出
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
前
日
か
ら
紅
花
を
水
に
浸
し

黄
色
素
を
取
り
出
し
ま
す
、
こ
れ

で
黄
色
を
染
め
ま
す
。
翌
日
再
度

水
か
ら
揉
み
出
し
て
黄
色
素
が
無

く
な
る
ま
で
水
洗
い
を
し
ま
す
。

そ
の
後
、
ア
ル
カ
リ
水
で
紅
色
素

を
揉
み
出
し
ま
す
。
そ
れ
を
酸

で
中
和
す
る
と
揉
み
出
し
た
液

は
赤
色
に
発
色
し
ま
す
。
紅
花

は
一
回
の
染
で
は
桃
色
で
す
、

紅
本
来
の
色
に
す
る
に
は
こ
の

工
程
を
八
回
繰
り
返
す
と
い
い

ま
す
。
そ
れ
故
、
手
間
と
紅
花

染
料
を
考
え
る
と
大
変
高
価
な

も
の
だ
と
窺
い
知
れ
る
で
し
ょ

う
。
私
た
ち
は
紅
花
黄
染
め
を

下
地
に
、
紅
色
を
染
め
重
ね
て

同
一
染
材
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

染
（
段
染
）
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

見
事
に
黄
色
か
ら
萱
草
色
、
紅

絹
色
と
三
色
の
段
染
め
が
映
し

出
さ
れ
ま
し
た
。

この広報紙は環境にやさしいインキを使用しています。

小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

フォトニュース

猪名湖のわかさぎ釣りは1月4日に解禁になりました。3月上旬
まで楽しめます。

12月19日に宅老所なごみの上棟式が行われました。

美
術
館
で
は
、

展
覧
会
を
よ
り
楽

し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
活
動
を
は

じ
め
、
様
々
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
美
術
館
で
の
授
業
や

小
中
学
校
で
行
う
出
張
授
業
、

一
般
向
け
の
展
示
案
内
、
講
師

を
招
い
て
行
う
講
演
会
、
演
奏

会
や
上
映
会
等
を
行
い
、
約
一

四
〇
〇
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

講
演
会
で
は
、
竹
久
夢
二
展

に
合
わ
せ
、
夢
二
氏
の
孫
、
み

な
み
氏
を
お
迎
え
し
、
貴
重
な

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。（
写

真
上
）
夢
二
氏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
の
お
話
し
は
、
展
覧
会
を
よ

り
楽
し
む
た
め
の
き
っ
か
け
と

な
り
、
多
く
の
参
加
者
に
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

上
映
会
で
は
、
主
人
公
が
暮
ら

す
町
が
小
海
町
を
モ
デ
ル
に
し

て
い
る
新
海
誠
監
督
作
品
「
星

を
追
う
子
ど
も
」
を
一
六
五
イ

ン
チ
の
マ
ル
チ
モ
ニ
タ
ー
で
上

映
し
ま
し
た
。（
写
真
下
）
今

年
は
新
海
監
督
の
新
作
が
発
表

さ
れ
ま
す
。
当
館
で
も
過
去
作

品
の
上
映
会
等
を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
期
待
下
さ
い
。

真
夏
に
花
を
摘
み
、

　厳
冬
に
染
め
る
紅
・
・
紅
花
　

　
人
生
は
移
ろ
い
ゆ
き
、
人
は
必

ず
衰
え
る
。
そ
の
無
常
観
を
反
映




